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 本エリアは、面積が64.3ｋ㎡、人口10,958人（9％）、人口密度は、170人/ｋ㎡です。 エリアの大部分は、水田等農地と山林の良好な里山の中に形成される集落で構成されています。ＪＲ久住駅周辺は新たな新市街地が区画整理され、中郷・豊住地区には工業団地が整備されております。本エリアの従業者数は市全体の8％となっています。  平成12年から22年の10年間で約6％減少、平成42年までの20年間は横ばいでの推移が予測されています。久住地区では、生産年齢人口が70％、年少人口が192％と大幅な増加が予測されていますが、中郷・八生・豊住地区では、36から40％の減少予測となっています。 

多目的広場・グラウンド・球場が多く整備

類似機能の重複成田中と統合：スクールバスにて通学成田中と統合：スクールバスにて通学成田中と統合：スクールバスにて通学成田中と統合：スクールバスにて通学
月1件以下の使用

美郷台小と統合美郷台小と統合美郷台小と統合美郷台小と統合スクールバスにスクールバスにスクールバスにスクールバスにて通学て通学て通学て通学
中郷運動施設として使用

・老朽化進行・児童生徒数増加予測

廃校体育館を使用

96％ 52％ 61％
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4
21％ 12％ 39％ 18％

100人以上増加41人以上100人未満
100人以上減少-41人以上-100人未満H25～H30の児童生徒数の増減数

029

中郷・久住・八生・豊住エリア中郷・久住・八生・豊住エリア中郷・久住・八生・豊住エリア中郷・久住・八生・豊住エリア   中郷・久住・八生・豊住地区  
概要及び特性 

地域ごと地域ごと地域ごと地域ごとの施設延床の施設延床の施設延床の施設延床面積面積面積面積    3.63.63.63.6万㎡（万㎡（万㎡（万㎡（11110000％）％）％）％）        
  

人口変化 2010(平成22)⇒2030(平成42) 

旧耐震基準の建物の割合旧耐震基準の建物の割合旧耐震基準の建物の割合旧耐震基準の建物の割合    70707070％％％％             
  

学級数児童生徒数 老朽化
(築30年以上)

【凡例】 公民館稼働率32％ 公津7173 人 S43玉造
98％ 保育園在所率公津

2010年（平成22年） 2030年（平成42年） 人口増減増減率老年人口 3,414 人 3,396 人 -18 人（65歳～） 31.2% 31.1% -0.5%生産年齢人口 6,410 人 5,702 人 -708 人（15～64歳） 58.5% 52.2% -11.1%年少人口 1,134 人 1,833 人 699 人（0～14歳） 10.3% 16.8% 61.7%10,958 人 10,931 人 -27 人100.0% 100.0% -0.2%合計

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 75～70～7465～6960～6455～5950～5445～4940～4435～3930～3425～2920～2415～1910～145～90～4

人歳 平成42年
1万931人平成22年

1万958人
生産年齢生産年齢生産年齢生産年齢人口人口人口人口

11％DOWN

老年人口老年人口老年人口老年人口
1％DOWN平成22年平成42年
年少人口年少人口年少人口年少人口
62％UP

20年間で0.2％DOWN人口は市全体の人口は市全体の人口は市全体の人口は市全体の９９９９％％％％    今後も人口は横ばい今後も人口は横ばい今後も人口は横ばい今後も人口は横ばい    
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図表 位置図（中郷・久住・八生・豊住エリア）                               

昭和50年工業団地分譲開始
新市街地発展中

新駅「成田湯川」 昭和47年工業団地分譲開始公共施設公共施設公共施設公共施設    3.63.63.63.6 万㎡万㎡万㎡万㎡    （（（（10101010％）％）％）％）    1111ｋ㎡当たりｋ㎡当たりｋ㎡当たりｋ㎡当たり    568568568568 ㎡㎡㎡㎡    人口人口人口人口 1111 人人人人当たり当たり当たり当たり    3.33.33.33.3 ㎡㎡㎡㎡    
 

�本エリアの公共施設の面積は3.6万㎡で、学校教育系施設は、他の地区に比べ最も少なく、また老朽化が進行している建物が大半を占めています。 
�学校は、既に統廃合が進んでおり、平成18年度（合併時）小中学校7校から現在は4校になっています。久住小を除いた3校の学校規模は、いずれも70人程度となっています。 
�公民館1施設当たりの対象人口は、4施設とも市平均（類似施設含む17施設）の7,584人の半分以下となっており、かつ稼働率は22％と低くなっていますが、住民1人当たりの年間利用回数は、1.6回の久住を除き、市平均（2.1回）を越える3.1～5.1回と多くなっています。 
�集会施設として、青年館･地区集会施設･共同利用施設･防音集会所の合計40施設(約4,689㎡)を保有しています。本エリア内集会施設の1施設・1ヶ月当たり利用件数平均は、約3件/月と1週間に1件以下の利用状況になっています。 
 

 

【耐震化・老朽化への対応】 

�集会施設の42％が老朽化しており、今後更に老朽化が進行するため、維持・改修コストがさらに必要となります。エリアの実情を勘案しながら類似機能の整理、施設の複合化、統合・廃止や、地域への施設譲渡などを検討する必要があります。 
【地域特性・人口構成の変化等による施設の有効活用】 

�人口減少と少子高齢化が最も早く進むエリアで、現在の公共施設の機能と配置、地域ニーズにミスマッチが生じています。学校の有効活用等を視野に入れながら、機能の集約化や施設の整理・縮小・統合・廃止等を検討する必要があります。  

公共施設の状況 【整備状況・利用状況】 

今後の検討の視点 

 

�既に学校施設の統廃合が進んでおり、今後再整備への要望や学校の多目的利用への要望が低い 市民アンケート結果 
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14.6%

68.0%

57.1%

6.4%

15.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%中郷・久住・八生・豊住上記以外 今後も積極的に新設していくべきである現在ある施設の維持管理を優先して行うべきである現在ある施設の再整備（統合・廃止等）を行うべきであるわからないとてもよい,

16.0%

よい, 

44.0%

どちらともいえない, 

26.4%
12.0%

0.8%0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

八生、中郷、久住、豊住
22% 44% 17% 8%

2%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中郷・久住中郷・久住中郷・久住中郷・久住八生・八生・八生・八生・豊住豊住豊住豊住その他その他その他その他4444エリアのエリアのエリアのエリアの平均平均平均平均
中郷・久住中郷・久住中郷・久住中郷・久住八生・八生・八生・八生・豊住豊住豊住豊住 あまりよくない よくない無回答8％
その他その他その他その他4444エリアのエリアのエリアのエリアの平均平均平均平均 現在の施設の維持管理を優先して行うべきである積極的に新設 わからない 無回答現在の施設の再整備（統合・廃止等）を行うべきである今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性学校学校学校学校のののの多目的利用多目的利用多目的利用多目的利用
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�   

 本エリアは、面積が38.6ｋ㎡、人口18,183人（約14％）、人口密度471人/ｋ㎡です。 地形は概ね丘陵地で、地区面積のおよそ４分の１が成田国際空港となっており、ホテル、物流施設が集積し、運輸業・郵便業、公務の割合が高く、本エリアの従業者数は市全体の38％となっています。成田空港は平成26年度までに航空機発着回数の拡大を計画しており、格安航空機専用ターミナルが整備予定です。  平成12年から22年の10年間で約17％増加、平成42年までの20年間で約41％増加すると予測されています。 生産年齢人口比率が市内で最も高い地区となっており、人口は今後も増加します。同時に高齢化も進展します。  

15人/日

月1件以下の使用

10
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42 0201

2
(1)1 類似機能の重複集会施設全体の稼働率

27％％％％
0

1日当たりの利用者数

100人以上増加41人以上100人未満
100人以上減少-41人以上-100人未満H25～H30の児童生徒数の増減数

25％

29％

23
H26 .4月に遠山小に統合

遠山エリア遠山エリア遠山エリア遠山エリア  遠山地区  地域ごと地域ごと地域ごと地域ごとの施設延床の施設延床の施設延床の施設延床面積面積面積面積    4.44.44.44.4万㎡（万㎡（万㎡（万㎡（11111111％）％）％）％）        
  

旧耐震基準の建物の割合旧耐震基準の建物の割合旧耐震基準の建物の割合旧耐震基準の建物の割合    44444444％％％％                 
  

2010年（平成22年） 2030年（平成42年） 人口増減増減率老年人口 2,572人 5,221人 2,649人（65歳～） 14.1% 20.4% 103.0%生産年齢人口 13,172人 16,904人 3,732人（15～64歳） 72.4% 66.1% 28.3%年少人口 2,439人 3,449人 1,010人（0～14歳） 13.4% 13.5% 41.1%18,183人 25,574人 7,391人100.0% 100.0% 40.6%合計

概要及び特性 

学級数児童生徒数 老朽化
(築30年以上)

【凡例】 公民館稼働率32％ 公津7173 人 S43玉造
98％ 保育園在所率公津

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 75～70～7465～6960～6455～5950～5445～4940～4435～3930～3425～2920～2415～1910～145～90～4

人歳 平成42年
2万5,574人平成22年

1万8,183人 20年間で41％ＵＰ
生産年齢生産年齢生産年齢生産年齢人口人口人口人口
28％UP

老年人口老年人口老年人口老年人口
103％ＵＰ

平成22年平成42年
年少人口年少人口年少人口年少人口
41％UP

人口は市全体の人口は市全体の人口は市全体の人口は市全体の 14141414％％％％    今後も人口は増加今後も人口は増加今後も人口は増加今後も人口は増加    
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図表 位置図（遠山エリア）                     �本エリアの公共施設の面積は4.4万㎡で、うち学校が56％を占めており、市内で2番目に多く、その他に公営住宅を保有しています。またスポーツ施設は、市内で2番目に少なく体育館は保有していません。 
�学校は、5校中4校が築30年以上経過しており、東小を除いて大規模改修が終了しています。またいずれの小中学校も小規模な学校にあたり、東小の児童生徒数は、20人程度となっています。 
�公民館と三里塚コミュニティセンターの2施設の稼働率は25～29％と低く、施設規模が住民人口に対してマッチしていない事が考えられます。 
�集会施設として、地区集会施設・共同利用施設・防音集会所の合計26施設（約3,763㎡）を保有しています。本エリアの集会施設の1施設・1ヶ月当たりの利用件数平均は、約6件/月の利用状況になっています。  
【耐震化・老朽化への対応】 

�東小学校（平成25年度末閉校）と三里塚小の一部で老朽化が進行しており、早急な対応が必要です。 

【地域特性・人口構成の変化等による施設の有効活用】 

�遠山地区は、生産人口比率が最も高い地区で、今後は年少人口も増加します。共同利用施設等集会施設のきめ細かい配置状況から、集会機能の重複が見られ、公民館とコミュニティセンターの集会機能の見直しや機能変換を行い、住民ニーズに対応した整備レベルの向上を図ることで、利用向上を実現させていく必要があります。また学校施設の建替えや大規模改修が必要な状況にあるため、スポーツ施設の充実や学校の整備レベルの向上も視野に入れ、施設の複合化など一体的かつ効率的な整備を検討する必要があります。 

公共施設の状況 【整備状況・利用状況】 

今後の検討の視点 

 

�今後も人口が増加する中、市外からの利用者も多く、公共施設の新設の要望が高くなっています。 市民アンケート結果 

34.8%

1.5%

遠山
38.8%

1%

2%
市外
20%

1% 成田・公津ニュータウン 八生・豊住中郷・久住下総大栄無回答遠山公民館利用者の居住地
【参考】利用者アンケート結果20.0%

13.5%

55.3%

58.3%

12.7%

14.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%遠山上記以外遠遠遠遠 山山山山その他その他その他その他4444エリアのエリアのエリアのエリアの平均平均平均平均 現在の施設の維持管理を優先して行うべきである積極的に新設 わからない 無回答施設の再整備を行うべき今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性

格安航空会社誘致昭和53年成田国際空港開港
宿泊施設集積

公共施設公共施設公共施設公共施設    4.44.44.44.4 万㎡万㎡万㎡万㎡    （（（（11111111％）％）％）％）    1111ｋ㎡当たりｋ㎡当たりｋ㎡当たりｋ㎡当たり    1,1451,1451,1451,145 ㎡㎡㎡㎡    人口人口人口人口 1111 人人人人当たり当たり当たり当たり        2.62.62.62.6 ㎡㎡㎡㎡    
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